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2021年５月 14日 

各 位 

 

 

                       会 社 名  アイサンテクノロジー株式会社 

                       代表者名  代表取締役社長 加藤 淳 

                                 （ JASDAQ コード番号 4667 ） 

                       問合せ先  取締役経営管理本部長 曽我 泰典 

                                  （ Tel 052－950－7500 ） 

 

 

株式会社三和の株式の取得（子会社化）に関するお知らせ 

 

 

当社は、2021 年５月 14 日開催の取締役会において、以下のとおり、株式会社三和(以下、「三和」)の株式

を取得し、子会社化することについて決議いたしましたので、お知らせいたします。 

 

１．株式の取得の理由 

 当社は、未来の社会インフラを創造する企業として、測量・不動産登記に携わるお客様の生産性を向上すべ

く自社で開発するソフトウェアとサービスを中心に、高精度計測システムを含めて総合的に販売しております。

また、高精度計測システムの代表格であるモービルマッピングシステム(MMS)を利用し、三次元計測請負業務

や自動車関連産業向けの高精度三次元地図作製請負業務を行うとともに、自動走行技術の社会実用化に向けた

システム構築や実証実験の請負業務も受託しております。 

 三和は、1969 年の創業以来、今日まで測量業一筋で常にお客様の視点に立ち、今何が求められ何が出来る

かをいち早く感じ取り、新しい視点に基づく社会資本整備への貢献として、1996 年より地理空間情報システ

ムへの取組みを行なってまいりました。さらに、2016 年には MMS を導入し、従来の測量技術に加え新たな技

術も取り入れ、川崎市を始めとする自治体や民間企業への技術力をアピールし、社業発展に繋げてまいりまし

た。 

 これまで、三和は当社の主力製品の WingneoINFINITYの利用ユーザーであり、その利用で業務の生産性向上

に繋げてまいりました。また、MMS を活用した事業の一部においては、両社の技術やノウハウ等の資産を活か

し連携することで事業推進を行っております。 

  本件を通じて、三和では、当社の営業力、技術力等の経営資源を活用することにより、既存顧客の深耕や

各方面での新規顧客の拡大が期待できます。併せて、当社では、三和の測量分野における知見と技術及びノウ

ハウを人材教育へ活かすことはもとより、開発する製品やサービスに反映することで、よりお客様のニーズに

沿ったモノづくりに貢献するものと考えております。三次元計測請負、高精度三次元地図整備請負の業務受託

においては、当社と三和の両社のシステムや技術情報を有効に活用することで、品質の高い製品をお客様へ提

供することが可能となるほか、売上原価の低減にも繋がるシナジー効果が期待されます。 

 当社は今後も、未来の社会インフラを創造する企業として、三和を含むグループ各社の企業価値の向上に資

するべく、高精度位置情報基盤の技術開発と追求を進め、業容拡大と経営基盤の強化に邁進してまいります。 
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２．異動する子会社（株式会社三和）の概要 

（１） 名 称 株式会社三和 

（２） 所 在 地 神奈川県川崎市多摩区菅一丁目 13番 14号 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役 神山 道也 

（４） 事 業 内 容 

1. 土地、河川ならびに海洋に関する各種測量 

2. 土地、河川、海洋ならびに家屋、樹木に関する各種調査および設計 

3. MMS（モービルマッピングシステム）による三次元計測 

4. システム・ソフト開発、データ処理、地図調製 

5. 前各号に付帯する一切の業務 

（５） 資 本 金 12百万円 

（６） 設 立 年 月 日 1969年 12月 15日 

（７） 大株主及び持株比率 神山 道也 100.0％ 

（８） 
上場会社と当該会社 

と の 間 の 関 係 

資 本 関 係 該当事項はありません。 

人 的 関 係 該当事項はありません。 

取 引 関 係 

2021年 3月期における取引状況は以下の通りです。 

(損益計算書) 

 売上高  ：31百万円 

 販売促進費： 0百万円 

 合計   ：31百万円 

(貸借対照表) 

 売掛金  ：13百万円 

（９） 当該会社の最近３年間の経営成績及び財政状態 

決算期 2019年３月期 2020年３月期 2021年３月期 

 純 資 産 104百万円 112百万円 132百万円 

 総 資 産 280百万円 271百万円 276百万円 

 １ 株 当 た り 純 資 産 4,343.8円 4,695.4円 5,524.0円 

 売 上 高 216百万円 236百万円 253百万円 

 営 業 利 益 6百万円 12百万円 35百万円 

 経 常 利 益 5百万円 11百万円 34百万円 

 当 期 純 利 益 4百万円 8百万円 19百万円 

 １ 株 当 た り 当 期 純 利 益 168.2円 351.5円 828.6円 

 １ 株 当 た り 配 当 金 －円 －円 －円 

 

３．株式取得の相手先の概要 

（１） 氏 名 神山 道也 

（２） 住 所 神奈川県川崎市 

（３） 
上 場 会 社 と 

当 該 個 人 の 関 係 

当社と当該個人との間には、本契約に係る協議以前より当社株式 1,000 株

を保有しております。その他記載すべき人的関係・取引関係はありませ

ん。また、当社の関係者及び関係会社と当該個人の関係者及び関係会社と

の間には、2020 年 6 月に開催した第 50 期定時株主総会終結の時まで、社

外取締役として当該個人の 2 親等の家族が在籍しておりましたが、現在で

は退任しており、その他特筆すべき資本関係・人的関係・取引関係はあり

ません。 
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４．取得株式数，取得価額及び取得前後の所有株式の状況 

（１） 異動前の所有株式数 

普通株式 ０株 

（議決権の数：０個） 

（議決権所有割合：0.0％） 

（２） 取 得 株 式 数 
普通株式 24,000株 

（議決権の数：240個） 

（３） 取 得 価 額 

株主が個人であり、守秘義務契約を締結していることから、非公表とさ

せていただきますが、外部機関が実施した、財務・税務・法務に係る適

切なデューデリジェンスを実施の上、公正な方法で算出した合理的な金

額にて取得を予定しております。 

なお、取得に係る対価予定合計額は開示基準には該当しておりません。 

（４） 異動後の所有株式数 

普通株式 24,000株 

（議決権の数：240個） 

（議決権所有割合：100.0％） 

５．日 程 

（１） 取 締 役 会 決 議 日 2021年５月 14日 

（２） 契 約 締 結 日 2021年５月 14日 

（３） 株 式 譲 渡 実 行 日 2021年 10月１日（予定） 

 

６．今後の見通し 

 本件株式取得により、三和は 2022 年３月期第３四半期に当社連結子会社になる見通しであります。本件を

踏まえた、2022年３月期連結業績予想は、本日 2021年５月 14日に公表した通りであります。 

以 上 

 

（参考）当期連結業績予想（2021年５月 14日公表分）及び前期連結実績 

(単位：百万円) 

 
連結売上高 連結営業利益 連結経常利益 

親会社株主に帰属

する当期純利益 

当期連結業績予想 

（2022年３月期） 
4,450 220 210 147 

前期連結実績 

（2021年３月期） 
3,589 244 242 181 

 


